
 

 

 

 

  日 時 平成２７年１０月３１日（土）  
午後０時４５分から午後４時３０分まで 

 
  場 所 東北歴史博物館 １階研修室  

（多賀城市高崎１－２２－１ 東北本線 国府多賀城駅隣接） 

 

      

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２７年度宮城県介護予防に関する事業評価・市町村支援事業 

宮城県リハビリテーション専門職合同研修会 

講 師：国立社会保障・人口問題研究所 

              社会保障基礎理論研究部  

部長 川越 雅弘 氏 
          プロフィール 

                     1985 年  大阪大学工学部応用物理学科卒業 

                     1987 年  大阪大学大学院工学研究科前期課程修了 

                     1990 年～ 帝人株式会社，株式会社経営総合研究所，日本医師会 

総合政策研究機構を経て，2005 年より現職 

                     2012 年  広島大学大学院保健学研究科博士課程後期終了 

主な研究・論文 

 地域包括ケアシステムにおけるリハビリテーション（総合リハ） 

 要介護高齢者の生活機能向上に資する医療・介護連携システムの構築に関する研究（厚生労働科学研究） 

 介護予防の効果評価とその実行性を高めるための地域包括ケアシステムの在り方に関する実証研究 

                                      （厚生労働科学研究） 

 要介護高齢者に対する退院支援プロセスへのリハビリテーション職種の関与状況（理学療法科学） 他 

 

講 師：岡山県津山市こども保健部 

    健康増進課 作業療法士 

主査 安本 勝博 氏 
 

主な社会活動 

 厚生労働省 地域づくりによる介護予防推進支援モデル事業広域アドバイザー  

 日本公衆衛生協会 地域保健総合推進事業 

行政の理学療法士・作業療法士が関与する効果的な事業展開に関する研究 

日本作業療法士協会 研究員 

論文・著作 

 地域包括ケアのシームレスな流れを構築していくための実践（作業療法ジャーナル） 

 (連載)そうだったのか！地域包括ケアシステム（地域リハビリテーション） 

 高齢者への地域保健・医療・福祉制度と作業療法（作業療法学全書 13 巻 地域作業療法学）他 

 

～みやぎの実践報告～ 

◇退院患者の地域生活へのソフトランディングに向けて （仙台リハビリテーション病院 理学療法士） 

◇医療職ネットワークで要介護者の自立の可能性を探る  （公立刈田綜合病院 言語聴覚士） 

◇地域生活者を支える医療・介護ネットワーク （介護老人保健施設せんだんの丘 作業療法士） 

◇介護予防事業を通じた行政とのコラボレーション（一般社団法人宮城県理学療法士会） 



 

会場までのアクセス 

 

 

（東北本線をご利用の場合） 

・国府多賀城駅下車（国府多賀城駅隣接 徒歩 2分） 

・仙台駅より塩竃・小牛田方面にご乗車ください。（約14分） 

 ※会場には広い駐車場がございます。無料で利用が可能です。 

 

（会場案内） 

・会場となる研修室は，正面入口を入り，すぐ左側（１階）にございます。 

・会場正面入り口に研修会場の案内を掲示しておりますので，御確認ください。 

 


